第14回白梅保育セミナー いま保育に問われていること : 成長し続ける保育者を目指して : 新指針・要領をふまえて by unknown
第 14回となる白梅保育セミナーは，継続基底
テーマ「いま保育に問われていること」という課
題を深めるために「成長し続ける保育者を目指し
て～新指針・要領をふまえて～」という共通テー
マで開催した。
2009年４月から施行される新保育所保育指針
ならびに新幼稚園教育要領について，保育現場に
おける日々の保育実践，園運営上どのように受け
止めることが大切なのか，という課題意識から，
３つの角度によってその方法を模索しようとの試
みであった。加えて，本策定によって示されたこ
れからの保育が目指すべき方向は，従来の保育現
場の地道な蓄積を否定するものではなく，そこに
振り返りを加えた上で潜在的自己課題とさらに向
き合い続けることに違わない。その際，議論を深
めるために，保育に携わる者の精神的基底として
「成長し続ける保育者を目指す」ことは，保育の
質の向上につながる保育者の資質ともなろう，と
いう企画者側の意図である。
プログラムとして，午前中に本学学長汐見稔幸
教授よる，本セミナー共通テーマをめぐっての講
演を設け，全体で共有の情報基盤をつくるととも
に，新指針・要領の提起する課題を整理し，方向
性の指標を示すことをねらいとした。それをもと
に，午後は「保育所・幼稚園・小学校の円滑な連
携を目指して」，「保護者と園の信頼関係」，「成長
し続ける保育者を目指して」という３つの具体的
課題を掲げた分科会を用意して，日頃の疑問や思
いを率直に議論する場を想定した。
講演
学長汐見稔幸教授による本セミナー共通テーマ
「成長し続ける保育者を目指して～新指針・要領
をふまえて～」という講演であったが，参加者が
予想をはるかに超えたためスライドを用いて２会
場同時に開催した。
まず，新指針・要領の提起する課題について，
子どもの育ち，保護者支援，幼児教育の普通教育
化，保育者の専門性の向上という４点から整理し，
第４点の専門性の向上について具体例を挙げなが
ら詳述した。さらに，保育者はどのような時や場
面で「成長する」のか，成長の契機や背景は何か
について述べ，人間として弱い自分を肯定，受容
しながら，保育にネガティブに影響しないように
考えることが必要であること，そして時代の状況
が今まで以上に深刻化すると予想される 21世紀
にあって，人間を信じる力を子どもたちの中に実
現していってほしいと締めくくった。
参加者は保育現場関係者だけでなく，他分野で
活躍の卒業生，出版関係者など例年のように所属
は多方面にわたり，メモをとりながらの熱心な姿
が多くみられた。 （文責 髙田 文子）
分科会報告
保育所・幼稚園・小学校の円滑な連携を目指して
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学校の連携が明記され強調されている。しかし連
携を実際に行うにあたっては，実務的な連携の難
しさや保幼小間の意識のずれなど，いくつかの課
題が見えてきている。本分科会では，新指針・要
領の改訂内容を学び，実際の連携の課題を参加者
とともに考えるために，新要領の改訂で中心的な
役割を担い，全国で保幼小連携の取り組みへの助
言をしている本学の無藤隆教授が解説をした。会
の進行は，司会（保育科の佐久間路子）が質問を
し，無藤教授がそれに答えるというＱ＆Ａ形式で
行った。
まず「指針や要領の改訂で，保幼小連携のポイ
ントはどのように変わったのか」について，小学
校の学習指導要領の内容にも踏み込んだ解説があっ
た。さらに「実際に保幼小連携を行う上でのポイ
ント」として，①子どもの交流，②教師・保育者
の交流，③保幼小間の情報交換の３点からの説明，
また「小学校への接続を意識した年長児のカリキュ
ラム」「協同的な遊び」についての解説と具体的
な事例が紹介された。また「幼児がいろいろな小
学校に進学する場合，どのように小学校と連携し
たらよいか」「発達障害の可能性がある園児の情
報を，どのように伝えたらよいか」などの課題に
ついても回答した。参加者からは，要録の送付に
関する質問が多数みられ，関心の高さが感じられ
た。保幼小の連携においては，それぞれの教育内
容の違いを認識した上での共通理解が不可欠であ
る。参加者の大半は幼稚園や保育所の関係者であっ
たが，小学校教育にも詳しい無藤先生の最新かつ
中核的な情報を含む解説によって，小学校側の現
状や意識について考える機会となり，保幼小連携
に向けて意欲が高まった分科会となったといえる
だろう。 （佐久間 路子）
保護者と園の信頼関係
乳幼児の成長・発達を保障するには，子どもを
仲立ちにした保護者と園側の信頼関係の構築が不
可欠である。この課題は保育所・幼稚園では共通
性があり，学び合える内容が少なくない。はじめ
に，新指針・要領では，保護者支援や関係のあり
方がどのように記述されたのか，配布資料で確認
してから実質的討議をはじめた。
分科会では，本学卒業生である中村真希さんよ
り「父母との信頼関係を築くために」として話題
提供をしていただいた。コメンテーターは，本学
付属幼稚園の霜出博子副園長にお願いし，司会は
保育科の近藤幹生が担当した。
中村さんからは，園でのかみつきを保護者に伝
えたときの事例をもとに，関係づくりの難しさや，
職員間の協力により乗り越えてきた経験などを話
していただいた。「大変な親」という気持ちから，
自分から壁をつくってしまったことなど，親に対
する見方を転換する努力がかさねられたことや，
信頼関係を築くには園側からのていねいな対応が
大切であることが話された。
全体討議は，「保護者と園側との関係の困難性」，
「信頼関係をめざすには」の２点を柱にすすめた。
保護者のかかえる問題には，毎日の生活の厳しさ，
家庭背景の深刻さなどがあることが多方面から出
された。分科会参加者が，若手，中堅，ベテラン
と層が厚かったこと，コメンテーターから幼稚園
側の親たちの課題も出されたことで，保護者への
理解や対応の在り方について，ある程度議論が深
まったといえる。予想を超える人数となったこと
で，参加者の問題意識を十分交流できたかどうか
という点では課題がのこる。
保育所・幼稚園の運営や保育実践においては，
子どもたちを保護者と共に育てる関係性の構築は
日常的課題であるが，親の背景などに視点を移す
と根本的問題にも出会う。保育現場における討議
や学習をかさねる契機となったテーマ設定であっ
たといえるだろう。 （近藤 幹生）
成長し続ける保育者を目指して
保育者は，家庭や社会的要請に応えながら，保
育の質の向上に努めることが求められる。また，
成長し続ける保育者を目指すことによって社会的
評価を高め，専門性をもって社会的責任を果たし
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ていくことも必要とされている。しかし，同時に
保育者を個人レベルで考えた場合，ライフサイク
ルのなかでプライベートといかに折り合いをつけ
ながら意欲を持ち続けるかが大きな課題となるこ
ともまた現状である。このことは，きわめて個人
的なレベルの問題であると同時に日本の保育が抱
える課題でもある。
本分科会では，話題提供者として本学卒業生の
船津秋子さんを迎え，コメンテーターとして本学
保育科の若松美恵子教授，司会は保育科の髙田文
子が務めた。船津さんには，短大，専攻科での資
格取得をめざした学びと実習での出会い，私立，
公立，認証とさまざまな形態の保育所での経験と
自己の保育の拡張，プライベートでの子育てを通
したジレンマ，療育現場での仕事によるさらなる
保育者としてのステップアップなど，まさしく成
長し続ける保育者を目指した自身の生き方を語っ
ていただいた。
その上で，参加者が意見交換しながら個々が明
日からまた成長し続けるためのエネルギーを充電
することを目指したが，企画者側の思惑をはるか
に越える参加者となったため，フロアーより様々
な意見や質問を拾いながら司会がその応えをフロ
アーやコメンテーターに求めるという形になった。
参加者が多数であったため，設置形態，幼・保・
施設，雇用形態，年齢層など様々な立場からの意
見が出され，若手がベテランに意見を求めたり，
非常勤職と正職との情報交換の具体的な問題と課
題など，話題も多岐にわたった。
若松教授が，自身の生き方を例に，一人一人が
構成している力を意欲をもって発揮していく環境
を，構成員の話し合いにより創り上げることによっ
て気持ちの良い仲間集団が生まれること，そして
それがひいては個々の成長意欲の土台となること
を述べ，参加者の共感（アンケートによる）を呼
んだ。結論を出したり，答えを一つにまとめたり
することを目的とするものではなかったが，参加
者それぞれの思いを受け止めるためには，同様の
テーマでのさらなる継続が必要であると感じられ
た。
（髙田 文子）
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